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「“人”が大切にされる」社会をつくるための人権学習は、人権を守るための実践的行動ができるように
なるため、知識を身に付けることだけでなく、自分や他者の大切さを認め、差別や人権問題を自分自身の課
題として捉える「人権感覚」を育むことが重要です。フィールドワークや人との関わり、対話などは、実践
的で主体的な学びとなることが期待されます。
本号ではその実践の一つとして、今年度行われたネットワーク研究会および地域での推進協議会の様子に

ついて、その一部をご紹介します。

↑過去の「共に歩まん」はこちら

←過去の「マナビィ通信」は
こちら

①「地域人権教育ネットワーク研究会の現地研修」について
人権を尊重する社会の実現を目指すとともに、近隣市町村や学校が相互に連携・協力し、地域のネット

ワークを構築し、地域全体の人権意識のさらなる向上を図ることを目的として、10月17日に地域素材を生
かした研修を実施しました。当日は、戦争遺跡保存全国ネットワーク運営委員および松本強制労働調査団運
営委員である平川豊志先生をお招きし、旧松本飛行場においてフィールドワークを行うとともに、松本市立
菅野小学校にてご講演をいただきました。
今回の研修テーマは「外国人の人権」です。戦時中、旧松本飛行場の建設

に際し、多くの外国人が強制労働を強いられた事実に焦点を当て、史実に基
づき学びを深めました。
菅野小学校は、旧松本飛行場の滑走路東側に位置しており、当時使用され

ていた格納庫や倉庫のコンクリート基礎が、現在も校庭の基礎として転用さ
れています。また、これらのコンクリート基礎の一部は、住宅地の境界を示
す壁としても転用・残存しています。いずれも非常に分厚く堅固な造りであ
り、これだけの構造物を築くために多くの労働者が動員されたであろうこと
が想像できます。その労働者こそ、日本国内の労働力不足を補うため、朝鮮
半島から強制的に連行され、飛行場建設に使役された人々であったとされています。
なお、「松本飛行場で外国人が強制労働をさせられた」という直接的な公的記録は現時点では公表されて

いません。しかし、戦時下の長野県周辺では、飛行場建設や軍需施設建設の現場において、朝鮮人労働者が
強制的に労働させられた事実を扱った研究や書籍が複数存在しており、松本飛行場建設を含む地域の戦時工
事においても、朝鮮人労働者が連行され、過酷な労働を強いられていた可能性が指摘されています。
今回、戦争の痕跡を実際に見学し、戦争遺跡を単なる歴史的遺物として捉え

るのではなく、人々が経験した悲惨さや人権侵害の証として受け止めること
で、歴史から学び、未来への教訓を得る機会となりました。
特に、強制労働に関わる戦争遺跡は、過酷な労働環境の中で命を落とした人

々が少なからず存在したことを想起させます。戦争の悲惨さが抽象的な概念で
はなく、具体的な事実として私たちに迫ってきます。このような過去の経験か
ら学ぶことは、人権を尊重する視点において極めて重要であると考えます。
今回、平川先生のお話やフィールドワークを通じて歴史的事実を記憶するだ

けでなく、人間の基本的な権利を守る責任を自覚する必要があることを学びま
した。歴史を学び、戦争による人権侵害の教訓を後世に伝えていくことは、同じ過ちを二度と繰り返さない
ための重要な取組であると考えます。

【フィールドワークの様子】

【参加者の感想】
・知らなければ見過ごしてしまうだろうコンクリート壁や基礎も、二度と繰
り返してはいけない戦争を私たちに伝える大切な役割をもっていることを
知ることができた。

・戦後80年を経て現在残っている戦争遺跡を現地研修を通して辿ることが
できた。普段生活している中に歴史を辿る入口があり、その遺跡が語って
いることに気持ちや心を傾けていくことの大切さを学べる研修会だった。

～子供も大人も学び続ける社会に向かって～～子供も大人も学び続ける社会に向かって～

【講演会の様子】

ご意見・ご感想はこちら↑



②山形村人権啓発推進活動について

ここでは、上記の推進活動のうち二つの事業について、その様子を紹介します。
一つ目は「山形村人権教育推進委員研修会」。民生委員、育成会、PTA会長など、総勢70名が委員として

参加しています。社会のあり方から課題を探り、人権教育を通して差別のない社会の実現を目指すことを目的
に、活動が進められています。研修会後には毎回アンケートを実施し、現在課題となっている人権問題を把握
することで、次回の研修テーマや講師の選定に役立てています。
今年度の研修会では、中信教育事務所指導主事が講師を務め、「昨今の人権問題」をテーマに、山形村の

ニーズに沿った幅広い内容の講話を行いました。また、昨年度の別の研修会では、参加者から要望の多かった
「高齢者の人権」をテーマとした講座が実施されました。研修の形骸化を防ぎ、地域住民の生活に根差して人
権感覚を養える研修となるよう、工夫が重ねられていました。
二つ目は「山形っ子タイム」。放課後の時間に山形村立山形小学校の教室や体育館、校庭を活用し、地域の

高齢者をはじめ、若い世代の参加者も含めた多世代の方々が、子どもたちと一緒に遊んだり、宿題の支援を
行ったりする様子が見られました。参加者はいずれも、子どもと積極的に関わりたいという思いをもつボラン
ティアの方々です。中には、山形っ子タイム終了後に仕事が控えているにもかかわらず、「仕事の前に少し時
間があるから」と、汗を流しながら校庭で子どもたちと鬼ごっこをする方もおり、温かな交流の様子が印象的
でした。
世代を超えた多様な価値観に触れながら、他者を思いやる態度や、さまざまな人と関わって生きていく姿勢

を身につけていく場として、今後もこれらの事業が継続されることを期待しています。

③第2回三郷地域人権教育推進協議会
安曇野市の各地区では、毎年1月に当該年度の活動を振り返る「人権推進協議

会」を開催しています。中でも三郷地区では、振り返りの中に意見交換の時間
を設け、参加者が人権について対話する場を大切にしています。昨年度のテー
マは「研修会の参加者を増やすためには」、今年度は「身近な人権課題につい
て考えを出し合おう」とし、参加者同士が意見を交わす取組が行われました。
人権に関する対話は、相互理解を深め、差別や偏見の解消につなげるととも

に、互いの人権を尊重する社会を築くために欠かせないプロセスです。今後も、
この「対話」を重視する視点を大切にしながら、取組を進めていただきたいと
思います。

【宿題のサポートや鬼ごっこで一緒に遊ぶボランティアの方々】

～山形村の主な人権啓発推進活動～
○山形村人権教育推進委員会研修会
○山形村議会人権研修会
○分館人権研修 ○山形村職員研修会
○公民館多世代交流講座 ○山形っ子タイム
○わくわくクラブでの多世代交流
○やまがたふるさとレンジャー隊

近所に住んでいるのに知らない子
供もいたけど、これを機会に交流
していこうと思う。

・身近な人権問題・個別の人権問題
・同和問題・部落史・子どもの人権について
・参加体験型ワークショップ etc.

受付は随時。
謝礼・交通費、一切不要です！

電話(0263-40-1977)でもメール
(chushinkyo-shogai@pref.nagano.lg.jp)でも
構いません。お気軽にお問合せください。

山形っ子タイム

第2回担当者会・ネットワーク研究会③では、山形村の取組について、山形
村教育委員会 社会教育係の小井戸あやかさんにご発表いただきました。小井
戸さんは、社会人権教育の担当者として3年目を迎えています。
人権教育の啓発活動を進めるにあたり、小井戸さんは「地域でのつながり

を広げ、差別や偏見のない村を実現したい」という願いをもち、その願いの
もと、「多世代交流」をテーマに活動を展開してきました。村の強みを生か
し「小さな自治体だからこそ可能な、継続的な取組」として、さまざまな実
践が行われています。 【第２回担当者会の様子】

【ボランティアの方の感想】

中信教育事務所職員が人権教育の講師として出向きます！
職場や公民館、学校職員やPTAの人権研修会など。
期日、時間、内容など、できる限りご要望にお応えします。

【情報交換会の様子】

子供たちと関わる機会がなかったので
緊張していたけど、意外と子供たちが
すぐに打ち解けてくれたのでよかった。
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